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⽝
神
道
集
⽞
の
神
ᷫ
観
と
実
者

有

賀

夏

紀

は
じ
め
に

南
北
朝
期
の
成
立
と
さ
れ
る
⽝
神
道
集
⽞
は
、
中
世
の
神
道
論

や
、
各
地
の
神
々
の
由
来
な
ど
、
神
ᷫ
に
ま
つ
わ
る
五
十
編
を
あ

つ
め
た
縁
起
集
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
神
々
が
人
間
だ
っ
た
こ
ろ

の
物
語
（
前
生
譚
）
が
語
ら
れ
、
主
人
公
た
ち
は
皆
、
愛
別
離
苦

な
ど
の
苦
難
を
経
験
し
、
そ
れ
を
契
機
に
衆
生
済
度
の
神
と
し
て

顕
現
す
る
。⽝
神
道
集
⽞
の
神
々
は
、
中
世
日
本
の
本
地
垂
迹
説
に

基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
⽛
本
地
⽜
と
な
る
仏
菩
薩
が
定
め
ら
れ
て
い

る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

本
稿
は
⽝
神
道
集
⽞
の
神
ᷫ
観
を
整
理
し
、
中
世
神
道
論
の
な

か
に
位
置
づ
け
直
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
と
く
に
冒
頭
の
⽛
神

道
由
来
之
事
⽜
は
、⽝
神
道
集
⽞
の
神
ᷫ
観
を
示
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
本
章
段
で
提
示
さ
れ
て
い
る
問
題
を
中
心
に
検
討

を
進
め
る
。
そ
の
な
か
で
も
権
者
・
実
者
と
い
う
神
ᷫ
の
分
類
概

念
に
焦
点
を
あ
て
て
、
同
時
代
の
資
料
を
用
い
な
が
ら
考
察
し
て

い
き
た
い
。

一
、
神
の
分
類
⽛
権
者
⽜
と
⽛
実
者
⽜

中
世
の
神
ᷫ
観
を
示
す
も
の
の
ひ
と
つ
に
、
権ご

ん

者し
ゃ

・
実じ

つ

者し
ゃ

（
あ

る
い
は
権
化
実
類
）
と
い
う
神
の
分
類
概
念
が
あ
る
。
権
者
（
社
）

は
仏
菩
薩
が
衆
生
済
度
の
た
め
に
権か

り

に
神
の
姿
と
な
っ
て
顕
現
し

た
垂
迹
神
の
こ
と
で
あ
り
、
伊
勢
・
八
幡
・
春
日
・
熊
野
な
ど
の
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由
緒
正
し
い
神
々
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
て
実
者
（
社
）
は
邪
神

や
鬼
神
、
悪
霊
な
ど
の
類
い
で
、
こ
ち
ら
は
本
地
仏
を
持
た
な
い

雑
多
で
卑
俗
な
神
々
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
分
類
概
念
は
、
早
く
は
笠
置
上
人
貞
慶
が
起
草
し
た
と
い

う⽝
興
福
寺
奏
状
⽞（
一
二
〇
五
年
）に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。⽝
興

福
寺
奏
状
⽞
は
、
法
然
の
専
修
念
仏
を
批
判
す
る
た
め
に
書
か
れ

た
も
の
で
、
念
仏
門
徒
た
ち
は
神
々
の
⽛
権
化
実
類
⽜
を
論
ぜ
ず
、

宗
廟
大
社
を
憚
ら
ず
、
も
し
神
明
を
恃
め
ば
必
ず
魔
界
に
堕
ち
る

と
主
張
し
て
神
ᷫ
を
蔑
ろ
に
し
て
い
る
と
糾
弾
さ
れ
た
（
⚑
）。

こ
う
し
た
な
か
で
専
修
念
仏
の
立
場
を
示
し
た
の
が
、
元
亨
四

年
（
一
三
二
四
年
）
に
親
鸞
の
玄
孫
で
あ
る
存
覚
に
よ
っ
て
著
さ

れ
た
談
義
本
⽝
諸
神
本
懐
集
⽞
で
あ
っ
た
。
存
覚
は
⽝
諸
神
本
懐

集
⽞
に
お
い
て
、⽛
権
社
⽜
と
⽛
実
社
⽜
と
を
明
確
に
峻
別
し
て
論

じ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、⽛
権
社
ノ
霊
神
⽜
は
⽛
往
古
ノ
如
来
、
深
位
ノ
菩
薩
⽜

で
あ
り
、
衆
生
利
益
の
た
め
に
⽛
カ
リ
ニ
神
明
ノ
カ
タ
チ
ヲ
現
ジ
⽜

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
地
の
利
生
を
尊
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
い
っ

ぽ
う
で
、⽛
実
社
ノ
邪
神
⽜
は
⽛
生
霊
・
死
霊
等
ノ
神
⽜
で
あ
り
、

如
来
の
垂
迹
で
は
な
い
。
祟
り
を
お
こ
し
て
人
々
を
悩
ま
す
の

で
、
な
だ
め
る
た
め
に
神
と
し
て
崇
め
て
い
る
類
い
で
あ
る
。
ゆ

え
に
⽝
優
婆
夷
経
⽞
に
は
、
実
社
に
帰
依
す
れ
ば
未
来
永
劫
ま
で

悪
道
に
沈
み
、
五
百
度
の
蛇
身
を
受
け
る
と
あ
る
の
だ
、
と
述
べ

て
い
る
（
⚒
）。

存
覚
に
よ
れ
ば
、
権
社
の
本
地
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
す
べ
て
の

仏
菩
薩
は
阿
弥
陀
如
来
の
智
恵
に
包
摂
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
阿

弥
陀
如
来
に
さ
え
帰
依
す
れ
ば
、
諸
仏
・
諸
神
に
帰
依
す
る
の
と

同
じ
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
の
主
張
は
、
念
仏
門
徒
た
ち
の
い
わ
ゆ

る
⽛
神
ᷫ
不
拝
⽜
（
⚓
）と
呼
ば
れ
る
姿
勢
へ
の
批
判
を
か
わ
す
と
同
時

に
、
阿
弥
陀
一
仏
を
称
揚
す
る
専
修
念
仏
の
立
場
を
保
持
し
な
が

ら
、
い
か
に
神
ᷫ
と
接
す
る
べ
き
か
を
説
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
神
ᷫ
に
ま
つ
わ
る
言
説
を
類
聚
し
た
⽝
神
道
集
⽞
で
も
、

権
実
二
分
論
は
展
開
さ
れ
た
。
巻
一
⽛
神
道
由
来
之
事
⽜
で
は
権

者
と
実
者
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
問
答
の
な
か
で
説
明
し
て

い
る
（
⚔
）。問

。
或
人
云
、
昆
吠
論
云
、
一
度
ヒ
神
ヲ
礼
、
五
百
生
蛇
身
ノ

報
ヲ
受
ク
。
若
爾
ハ
者
、
誰
カ
心
有
ラ
ン
人
、
神
道
ヲ
可
レ
礼
耶
。

答
。
神
道
有
二
権
実
一。
問
瑞
ノ
義
ナ
リ
。
悪
霊
悪
蛇
ノ
物
ニ
耶（
取
）
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付
テ
人
ヲ
悩
乱
ス
ル
、
実
者
ハ
皆
蛇
鬼
等
ナ
リ
。
権
者
ノ
神
ハ
往
古
ノ

如
来
、
深
位
大
士
、
教
化
六
道
ノ
約
束
ニ
テ
、
利
益
衆
生
ノ
為
、

和
光
垂
迹
シ
玉
フ
ナ
リ
。
八
相
成
道
ノ
終
リ
ヲ
論
ス
。
尤
可
二
帰
依
一。

⽝
昆
吠
論
⽞
に
は
、⽛
一ひ

と

度た
び

神
を
礼
拝
す
れ
ば
、
五
百
生
蛇
身
の

報
い
を
受
け
る
⽜
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
一
体
、
心
あ
る
人
の
誰
が
神
道
（
神
ᷫ
）
を
礼
拝
す
る
の
か
。

か
か
る
問
い
へ
の
答
え
と
し
て
、⽛
神
道
に
は
権
実
が
あ
る
⽜
と
応

じ
る
。
悪
霊
・
悪
蛇
が
も
の
に
取
り
憑
い
て
衆
生
を
悩
ま
せ
る
の

は
実
者
で
、
蛇
鬼
の
類
い
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
で
、
権
者
の
神
は

⽛
往
古
の
如
来
、
深
位
の
大
士
⽜
で
あ
り
、
利
益
衆
生
の
た
め
に
神

の
姿
と
な
っ
て
顕
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
引
用
経
典
こ

そ
異
な
る
が
、
分
類
自
体
は
⽝
諸
神
本
懐
集
⽞
と
ほ
ぼ
重
な
る
こ

と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
⽝
神
道
集
⽞
は
、
続
け
て
⽝
諸
神
本
懐
集
⽞
に

は
な
い
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
説
く
。

但
亦
実
者
神
ナ
リ
ト
云
ト
モ
、
神
ト
顕
玉
ヘ
リ
。
利
益
非
レス
無
ニ
。
後

生
利
益
ノ
契
リ
ノ
為
ニ
礼
ヲ
作
者
、
不
レ
可
レ
有
二
其
失
一。
日
本
ハ

自
レ
本
神
国
ナ
リ
。
惣
シ
テ
可
二
敬
礼
一。
国
ノ
風
俗
ハ
凡
愚
、
権

実
ヲ
ハ
難
レ
弁
。
只
神
ニ
随
テ
敬
礼
ス
。
何
レ
ノ
失
カ
有
ラ
ン
。
況
ヤ

設
ヒ
始
タ
ル
実
者
ナ
リ
ト
云
ト
モ
、
終
ニ
ハ
権
者
眷
属
ト
成
。

実
者
の
神
を
⽛
蛇
鬼
等
⽜
の
類
い
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
神

と
し
て
顕
れ
た
の
だ
か
ら
利
益
が
な
い
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
日

本
は
神
国
で
あ
り
、
総
じ
て
神
を
敬
う
。
日
本
の
国
に
住
む
人
々

は
凡
愚
で
あ
る
か
ら
、
権
者
・
実
者
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
た
だ
神
に
従
っ
て
敬
う
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
何
の
過
ち
が

あ
ろ
う
か
。
た
と
え
実
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
は
権

者
の
眷
属
に
な
る
と
結
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
権
者
・
実
者
を
区

別
し
な
が
ら
も
、
実
者
へ
の
礼
拝
を
許
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
巻
十
⽛
諏
方
縁
起
⽜
の
次
の
一
文
に
表
れ
て
い
よ

う
。

権
者
・
実
者
ノ
垂
迹
、
倶
ニ
仏
菩
薩
ノ
化
身
ト
シ
テ
、
衆
生
済
渡
ヲ

方
取
給
ヘ
リ
。

こ
こ
で
は
権
者
の
み
な
ら
ず
、
実
者
も
ま
た
仏
菩
薩
の
化
身
と
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し
て
衆
生
を
救
済
す
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、⽝
神
道
集
⽞
で
は
実
者
を
⽛
蛇
鬼
等
⽜
と
し
な
が

ら
も
、
権
者
・
実
者
は
と
も
に
仏
菩
薩
の
化
身
だ
と
説
く
。
こ
れ

が
⽝
諸
神
本
懐
集
⽞
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
っ
て
、⽝
神
道
集
⽞
の

神
ᷫ
観
の
特
徴
と
さ
れ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
⽝
神
道
集
⽞
の
実
者
容
認
論
に
つ
い
て
論
じ
た
の
は
、

村
上
学
氏
で
あ
っ
た
（
⚕
）。
村
上
氏
は
、⽝
神
道
集
⽞
の
権
実
二
分
論
を

⽛
は
み
だ
し
た
習
合
理
論
⽜
と
表
現
し
、⽛
在
地
（
西
上
州
─
引
用

者
注
）
と
等
身
大
の
発
想
⽜
に
立
つ
⽝
神
道
集
⽞
編
者
に
と
っ
て
、

た
と
え
論
理
の
屈
折
や
矛
盾
を
招
く
こ
と
に
な
っ
て
も
、
在
地
の

信
仰
体
系
に
密
着
し
た
実
者
の
容
認
は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で

あ
っ
た
と
す
る
。

そ
し
て
、⽛
地
方
⽜
の
立
場
で
あ
る
⽝
神
道
集
⽞
と
、⽛
中
央
⽜

で
あ
る
慈
遍
⽝
豊
葦
原
神
風
和
記
⽞
や
良
遍
⽝
日
本
書
紀
神
代
巻

聞
書
⽞
と
を
比
較
し
、
中
央
の
抽
象
理
論
と
、
具
体
的
な
在
地
の

物
語
と
の
間
に
は
落
差
が
あ
り
、
両
者
の
視
座
の
乖
離
は
広
が
っ

て
い
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。

ま
た
実
者
の
神
々
に
、中
世
的
な
神
の
本
質
を
見
出
し
た
の
は
、

中
村
生
雄
氏
で
あ
る
（
⚖
）。
中
村
氏
は
、
台
密
の
口
伝
や
記
録
を
集
め

た
⽝
渓
嵐
拾
葉
集
⽞（
一
三
一
八
年
序
）
に
、⽛
和
光
同
塵
ト
ハ
、

三
毒
権
㘫
シ
テ
凡
夫
ニ
同
ゼ
ン
ガ
為
ナ
リ
。
而
ニ
三
毒
極
㘫
ノ
体

ト
ハ
蛇
身
ナ
リ
⽜（
巻
百
八
⽛
真
言
秘
奥
抄
⽜）
と
見
え
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
神
ᷫ
と
は
和
光
同
塵
し
て
自
ら
を
凡
夫
と
同
等
ま
で
落

と
し
、
凡
夫
の
苦
し
み
の
因
と
な
っ
て
い
る
貪
・
瞋
・
癡
の
三
毒

を
、
そ
の
本
有
の
姿
で
あ
る
蛇
身
と
も
ど
も
引
き
受
け
よ
う
と
す

る
〈
代
受
苦
〉
の
行
を
担
う
存
在
と
位
置
づ
け
た
（
⚗
）。
こ
の
指
摘
は
、

中
世
の
神
ᷫ
観
を
的
確
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
よ

う
（
⚘
）。中

村
氏
も
、
存
覚
な
ど
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て
排
斥
さ
れ
た
在

地
の
実
類
・
実
社
神
が
、
民
衆
の
⽛
下
か
ら
の
⽜
ま
な
ざ
し
に
よ
っ

て
再
び
主
役
の
座
に
返
り
咲
い
た
の
が⽝
神
道
集
⽞の
神
々
で
あ
っ

た
と
し
、
地
域
や
階
層
と
い
う
側
面
か
ら
⽝
神
道
集
⽞
へ
言
及
し

た
（
⚙
）。こ

の
よ
う
に
、
村
上
氏
と
中
村
氏
は
、⽝
神
道
集
⽞
の
実
類
容
認

論
を
⽛
中
央
・
在
地
⽜⽛
知
識
層
・
庶
民
⽜
の
格
差
と
い
っ
た
点
に

着
目
し
て
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
⽝
神
道
集
⽞
の
一
面
を
明
か
す

も
の
だ
と
い
え
よ
う
が
、
二
項
対
立
的
な
分
析
に
は
限
界
が
あ
る

こ
と
も
否
め
な
い
。
事
実
、⽝
神
道
集
⽞
は
当
時
の
密
教
系
の
学
匠
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た
ち
が
提
唱
し
た
教
説
を
背
景
と
し
て
権
者
・
実
者
を
論
じ
、
ま

た
後
述
す
る
神
ᷫ
の
三
分
類
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、⽝
神
道
集
⽞
の
神
ᷫ
観
を
再
考
す
る
た
め
に
は
、

村
上
氏
や
中
村
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
視
点
を
考
慮
し
つ
つ
、

よ
り
教
理
的
な
側
面
へ
の
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

二
、
実
者
神
と
⽛
実
業
⽜

⽝
神
道
集
⽞
で
は
い
わ
ゆ
る
⽛
実
者
⽜
と
分
類
さ
れ
る
よ
う
な
神

の
姿
を
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

⽝
神
道
集
⽞
の
縁
起
の
な
か
で
、
実
神
的
性
格
が
も
っ
と
も
顕
著

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
神
は
、
巻
八
⽛
上
野
国
那
波
八
郎
大
明
神
事
⽜

の
那
波
八
郎
で
あ
ろ
う
。
本
縁
起
に
登
場
す
る
群
馬
郡
の
地
頭
那

波
八
郎
満
胤
は
、八
人
兄
弟
の
末
子
で
あ
り
な
が
ら
家
督
を
継
ぎ
、

そ
れ
を
妬
ん
だ
兄
た
ち
に
よ
っ
て
無
残
に
も
殺
害
さ
れ
る
。
深
い

怨
念
を
抱
い
て
大
蛇
と
な
っ
た
八
郎
は
、
兄
た
ち
と
そ
の
妻
子
眷

属
、
子
孫
に
至
る
ま
で
と
り
殺
し
、
国
中
の
諸
人
を
贄
と
し
て
、

人
々
を
苦
し
め
る
。
そ
の
姿
は
⽛
人
ヲ
悩
乱
⽜
す
る
⽛
蛇
鬼
⽜
そ

の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
都
か
ら
や
っ
て
き
た
宮
内
判
官
宗
光

が
読
誦
す
る
⽝
法
華
経
⽞
に
よ
っ
て
鎮
め
ら
れ
、
悪
世
の
衆
生
を

利
益
せ
ん
と
誓
い
、
薬
王
菩
薩
を
本
地
と
す
る
八
郎
大
明
神
と
な

る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
物
語
の
最
後
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
て

い
る
。諸

仏
菩
薩
ノ
我
国
ニ
遊
玉
フ
ニ
ハ
、
神
明
ノ
神
ヲ
現
シ
テ
、
先
ツ
人
胎
ヲ

借
ツ
ヽ
、
人
身
ヲ
受
テ
後
、
憂
悲
苦
悩
ヲ
身
ニ
受
テ
、
苦
楽
ノ
二
事
ヲ

身
ニ
受
ケ
、
借
染
ノ
恨
ミ
ヲ
縁
ト
シ
テ
、
済
度
方
便
ノ
身
ト
成
リ
下
リ

給
ヘ
リ
ト
云
々
。

諸
仏
菩
薩
が
わ
が
国
に
顕
現
す
る
に
は
、
神
明
の
姿
と
な
り
、

ま
ず
人
の
胎
内
を
借
り
て
人
身
を
受
け
た
後
に
憂
悲
苦
悩
を
経
験

し
、
か
り
そ
め
の
恨
み
を
縁
と
し
て
、
済
度
方
便
の
身
と
な
る
の

だ
と
い
う
（
10
）。

こ
れ
は
⽝
渓
嵐
拾
葉
集
⽞
に
、⽛
和
光
同
塵
ト
ハ
、
三
毒
権
㘫
シ

テ
凡
夫
ニ
同
ゼ
ン
ガ
為
ナ
リ
。
而
ニ
三
毒
極
㘫
ノ
体
ト
ハ
蛇
身
ナ

リ
⽜
と
あ
っ
た
、
和
光
同
塵
す
る
こ
と
で
凡
夫
と
同
様
の
苦
患
を

引
き
受
け
る
神
の
姿
と
も
重
な
る
。
八
郎
大
明
神
は
蛇
身
で
あ
る
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か
ら
、⽛
三
毒
極
成
ノ
体
⽜も
ま
た
体
現
し
て
い
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

荒
ぶ
る
祟
り
神
で
あ
っ
た
八
郎
は
⽛
実
者
⽜
で
あ
る
が
、
同
時

に
薬
王
菩
薩
を
本
地
と
す
る
⽛
権
者
⽜
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
お
い

て
、⽝
神
道
集
⽞
の
権
者
・
実
者
の
区
別
が
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
こ

と
、
そ
も
そ
も
明
確
に
切
り
分
け
よ
う
と
し
て
い
な
い
こ
と
が
再

認
識
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
権

者
・
実
者
は
ど
ち
ら
も
究
極
的
に
は
仏
菩
薩
の
化
身
だ
と
す
る
思

想
に
立
脚
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

権
実
と
も
に
仏
菩
薩
の
化
身
と
す
る
思
想
は
、
た
と
え
ば
⽝
渓

嵐
拾
葉
集
⽞
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

尋
云
、
権
実
ノ
等
流
相
如
何
。
示
云
、
大
日
差
別
身
ノ
方
ハ
権

者
ノ
等
流
身
也
。
次
、
実
業
ノ
六
道
ノ
凡
夫
ハ
実
者
等
流
也
。

教
相
ニ
ハ
一
往
権
実
ヲ
分
別
ス
レ
ト
モ
、
往
テ
ハ
大
日
ノ
差
別
身
也
。
（
11
）

権
実
の
等
流
相
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
い

に
対
し
、
大
日
の
差
別
身
は
⽛
権
者
ノ
等
流
身
⽜
で
あ
り
、⽛
実
業

ノ
六
道
ノ
凡
夫
⽜
は
⽛
実
者
等
流
⽜
だ
と
い
う
。
そ
し
て
教
相
で

は
権
実
を
分
別
し
て
い
る
が
、
突
き
つ
め
れ
ば
ど
ち
ら
も
大
日
の

差
別
身
な
の
で
あ
る
、
と
答
え
て
い
る
。

⽛
実
者
⽜
や
⽛
実
類
⽜
と
い
う
語
は
、
仏
法
守
護
の
諸
天
や
神
ᷫ
、

鬼
神
の
ほ
か
、
六
道
輪
廻
す
る
衆
生
の
こ
と
も
指
し
て
い
る
。
引

用
文
の
⽛
実
者
⽜
は
⽛
実
業
ノ
六
道
ノ
凡
夫
⽜、
つ
ま
り
、
実
業
（
苦

楽
を
も
た
ら
す
善
悪
の
業
）
に
よ
っ
て
六
道
を
輪
廻
す
る
者
の
こ

と
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
神
ᷫ
に
限
定
さ
れ
な
い
が
、
そ
う
し
た

広
い
意
味
で
の
実
者
も
ま
た
大
日
の
差
別
身
な
の
で
あ
る
。

大
日
如
来
は
、⽝
大
日
経
⽞⽛
入
真
言
門
住
心
品
⽜
に
、

若
有
衆
生
応
仏
度
者
、
即
現
仏
身
、
或
現
声
聞
身
、
或
現
縁

覚
身
、
或
菩
薩
身
、
或
梵
天
身
、
或
那
羅
延
、
毘
沙
門
身
、

乃
至
摩
睺
羅
伽
、
人
、
非
人
等
身
、
各
各
同
彼
言
音
、
住
種

種
威
儀
。
而
此
一
切
智
智
道
一
味
。
所
謂
如
来
解
脱
味
。
（
12
）

と
あ
る
よ
う
に
、
救
済
す
る
相
手
に
同
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
姿
（⽛
種

種
威
儀
⽜）
を
顕
す
の
が
、
そ
の
法
身
の
在
り
方
で
あ
る
。⽝
神
道

集
⽞
や
⽝
渓
嵐
拾
葉
集
⽞
が
権
者
・
実
者
と
も
に
仏
菩
薩
の
化
身

と
断
じ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
密
教
教
理
が
根
底
に
あ
る
か
ら

だ
と
い
え
よ
う
。
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さ
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
⽝
渓
嵐
拾
葉
集
⽞
の
⽛
実
業

ノ
六
道
ノ
凡
夫
ハ
実
者
等
流
也
⽜
と
い
う
文
章
に
見
え
る
実
者
と

⽛
実
業
⽜
で
あ
る
。
実
業
は
、⽝
神
道
集
⽞⽛
神
道
由
来
之
事
⽜
で
も

次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
る
。

垂
迹
中
ハ
有
二リ
権
者
・
実
者
一。
仏
菩
薩
ヲ
化
現
玉
フ
ハ
権
者
ナ
リ
。

応
化
ニ
ハ
非
。
神
道
ノ
以
二
実
業
一ヲ
神
明
ノ
名
得
タ
ル
ハ
是
実
者
。

仏
菩
薩
の
垂
迹
に
は
権
者
と
実
者
と
が
あ
り
、
仏
菩
薩
が
化
現

し
て
い
る
の
は
権
者
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、⽛
神
道
の
実
業
⽜

を
も
っ
て
神
明
の
名
を
得
た
者
は
、
実
者
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま

り
実
者
の
神
は
、
前
世
の
行
為
に
よ
っ
て
神
道
（
神
ᷫ
）
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
者
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
前
世
の
報
い
で
神
身
を
得
た
と
い

う
⽝
藤
氏
家
伝
⽞
の
越
前
国
気
比
の
神
や
、⽝
多
度
神
宮
寺
伽
藍
縁

起
并
資
材
帳
⽞
の
伊
勢
国
多
度
の
神
、⽝
日
本
霊
異
記
⽞
の
近
江
国

陀
我
大
神
と
い
っ
た
、
古
代
の
神
々
の
姿
で
あ
ろ
う
。

日
本
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
過
程
は
、
一
般
に
、
ま
ず
神
ᷫ
を

⽛
仏
法
に
救
い
を
求
め
る
一
衆
生
⽜
と
見
な
す
奈
良
時
代
（
神
ᷫ
実

類
観
）
か
ら
、
仏
法
守
護
の
護
法
善
神
と
す
る
段
階
に
進
み
、
平

安
中
期
に
は
神
仏
を
同
体
と
す
る
本
地
垂
迹
説
が
お
こ
っ
て
、
平

安
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
発
展
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
は
迷
え
る
存
在
で
あ
っ
た
神
が
、
そ
の
地
位
を
上
昇
さ
せ
て

仏
菩
薩
と
同
体
に
な
り
、
さ
ら
に
は
神
本
仏
迹
思
想
と
い
う
逆
転

現
象
ま
で
お
こ
る
と
い
っ
た
進
歩
史
観
的
な
視
点
か
ら
唱
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
単
一
線
上
に
展
開
し
て
い
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、同
時
期
に
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
前
後
し
て
現
れ
、

ま
た
並
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
13
）。

気
比
の
神
は
、
自
身
が
神
身
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
⽛
吾
因
二

宿
業
一、
為
レ
神
固
久
。
今
欲
下
帰
二
依
仏
道
一
修
中
行
福
業
上
⽜
（
14
）と
語

り
、
多
度
の
神
は
⽛
吾
経
久
刧
作
重
罪
業
、
受
神
道
報
。
今
冀
永

為
離
神
身
、
欲
帰
依
三
宝
⽜
（
15
）と
訴
え
て
い
る
。
宿
業
に
よ
っ
て
神

身
と
な
り
、
仏
法
に
帰
依
し
て
⽛
神
身
離
脱
⽜
を
願
う
神
々
は
、

迷
え
る
一
衆
生
に
他
な
ら
な
い
。⽝
神
道
集
⽞
の
実
者
も
こ
う
し

た
神
々
と
同
様
に
、
前
世
の
宿
業
に
よ
っ
て
神
と
な
っ
た
、
六
道

を
輪
廻
す
る
存
在
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
（
16
）。

⽛
神
道
の
実
業
⽜
は
、⽝
神
道
集
⽞
の
実
者
が
人
間
と
同
じ
苦
悩

を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
み
ず
か
ら
の
身
に
耐
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え
が
た
い
苦
痛
を
受
け
た
神
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
衆
生
の
悩
み
や
苦

し
み
に
寄
り
添
え
る
存
在
に
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

三
、⽛
権
化
実
類
⽜
を
め
ぐ
る
中
世
の
言
説

と
こ
ろ
で
、⽝
神
道
集
⽞
と
同
時
代
の
典
籍
に
お
い
て
、
権
者
・

実
者
（
権
化
実
類
）
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

室
町
期
に
書
写
さ
れ
た
⽝
熱
田
講
式
⽞（
三
段
）
は
、
熱
田
明
神

を
本
尊
と
す
る
講
式
で
あ
る
。
本
講
式
で
は
第
一
段
で
本
地
を
明

か
し
、
第
二
段
で
垂
迹
を
称
え
、
第
三
段
で
廻
向
を
行
う
。
こ
の

第
二
段
に
、
次
の
よ
う
な
詞
章
が
見
ら
れ
る
。

第
二
、
讃
垂
跡
者
、
凡
以
正
道
正
理
為
心
、
以
神
通
神
足
為

質
。
当
知
、
神
通
是
諸
仏
上
智
、
三
乗
目
足
。
如
来
在
世
尚

爾
、
況
於
神
国
哉
。
国
者
神
之
可
守
国
也
。
生
者
神
之
可
度

生
也
。
故
権
者
実
者
、
随
所
応
機
、
為
主
為
半（

伴
）、

互
通
助
互

任
縁
。
（
17
）

神
国
（
日
本
）
に
お
い
て
、
国
は
神
が
守
護
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
ゆ
え
に
、
権
者
と
実
者
と
は
場
所
に
随
い
、
時
機
に
応
じ
、

主
と
な
り
伴
と
な
っ
て
、
互
い
に
通
じ
助
け
、
縁
に
任
せ
る
の
だ

と
称
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
権
者
と
実
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仏

が
場
所
や
機
根
に
応
じ
て
顕
し
た
姿
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

こ
の
思
想
は
、⽝
沙
石
集
⽞（
一
二
八
三
年
）
巻
一
⽛
出
離
を
神

明
に
祈
り
た
る
事
⽜
の
記
述
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

我
が
国
は
辺
地
な
り
。
剛
強
の
衆
生
、
因
果
を
知
ら
ず
。
仏

法
を
信
ぜ
ぬ
た
ぐ
ひ
に
は
、
同
体
無
縁
の
慈
悲
に
よ
り
て
、

等
流
法
身
の
応
用
を
垂
れ
、
悪
鬼
邪
神
の
形
を
現
じ
、
猛
獣

毒
蛇
の
身
を
示
し
、
暴
悪
の
族
を
調
伏
し
て
仏
道
に
入
れ
給

ふ
。
さ
れ
ば
他
国
有
縁
の
身
を
重
く
し
て
、
本
朝
相
応
の
形

を
軽
し
む
べ
か
ら
ず
。
（
18
）

我
が
国
は
辺
土
で
あ
り
、猛
々
し
い
衆
生
は
因
果
を
知
ら
な
い
。

仏
法
を
信
じ
な
い
者
に
は
、
等
流
法
身
の
応
用
に
よ
っ
て
⽛
悪
鬼

邪
神
⽜
や
⽛
猛
獣
毒
蛇
⽜
の
姿
と
な
っ
て
、
暴
悪
の
族
を
調
伏
し
、

仏
道
に
導
く
の
で
あ
る
と
い
う
。
一
見
、
実
者
に
分
類
さ
れ
る
よ
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う
な
悪
鬼
、
邪
神
、
毒
蛇
の
類
い
も
、
相
手
に
応
じ
た
仏
の
等
流

法
身
だ
と
い
う
主
張
は
⽝
大
日
経
⽞
に
説
か
れ
る
仏
の
在
り
方
で

あ
り
、⽝
熱
田
講
式
⽞
や
⽝
神
道
集
⽞
と
も
軌
を
一
に
す
る
。

こ
う
し
た
⽛
権
⽜
と
⽛
実
⽜
と
の
関
係
性
を
端
的
に
示
す
例
と

し
て
、
次
に
中
世
の
⽛
聖
天
⽜
を
め
ぐ
る
密
教
修
法
の
言
説
を
見

て
み
た
い
。

聖
天
は
歓
喜
天
と
も
称
し
、
象
頭
人
身
の
男
女
が
抱
擁
す
る
姿

で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
尊
格
で
あ
る
。
こ
れ
は
男
天
の
毘び

那な

夜や

迦か

と
い
う
障
礙
神
を
、
十
一
面
観
音
の
化
身
で
あ
る
女
天
が
慈
悲

に
よ
っ
て
相
抱
き
、
そ
の
障
難
を
消
除
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
（
19
）。

東
密
の
諸
尊
法
の
口
説
を
記
し
た⽝
幸
心
鈔
⽞⽛
聖
天
事
⽜で
は
、

こ
の
双
身
の
男
女
の
姿
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

師
云
、
此
像
二
権
、
二
実
、
権
実
三
差
別
有
レ
之
也
。
二
権
共

権
化
。
二
実
共
実
類
。
権
実
則
男
女
和
合
之
義
也
。
女
天
権

化
、
男
天
実
類
也
。
十
一
面
観
音
男
天
ノ
障
難
ヲ
為
二
消
除
一、

女
天
形
ヲ
現
シ
玉
フ
。
二
像
共
著
二
袈
裟
一、
権
化
二
種
像
。

共
不
レ
著
、
二
実
像
。
女
天
著
、
男
天
不
レ
著
、
是
権
実
像
也
。
（
20
）

聖
天
の
姿
に
は
、⽛
二
権
⽜⽛
二
実
⽜⽛
権
実
⽜
の
三
種
類
が
あ
る
。

⽛
権
実
⽜
の
姿
で
は
女
天
が
権
化
、
男
天
が
実
類
で
あ
る
。
こ
れ
は

十
一
面
観
音
が
、
男
天
の
障
難
を
消
除
す
る
た
め
に
女
天
の
姿
と

な
っ
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
の
記
述
か
ら
、
聖
天

は
⽛
男
天
＝
障
礙
神
＝
実
類
⽜⽛
女
天
＝
十
一
面
観
音
＝
権
化
⽜
と

い
う
二
天
が
相
抱
き
、
権
実
の
合
一
を
表
し
た
尊
容
で
あ
る
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
二
権
・
二
実
の
像
が
あ
る
よ
う
に
、

⽛
権
⽜
と
⽛
実
⽜
は
往
還
可
能
な
関
係
に
あ
る
こ
と
も
う
か
が
え
よ

う
。こ

れ
は
台
密
も
同
様
の
認
識
で
あ
っ
た
よ
う
で
、⽝
渓
嵐
拾
葉

集
⽞
巻
四
十
三
⽛
聖
天
秘
決
⽜
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
解
釈
も
展

開
さ
れ
る
。

一
、
形
状
種
種
事

示
云
、
此
天
双
身
種
種
習
有
レ
之
。

一
ニ
ハ
権
実
不
二
習
事
。
男
天
ハ
大
日
即
実
者
也
。
女
天
ハ
十

一
面
観
音
即
権
者
也
。
為
レ
表
二
権
実
不
二
一ヲ
二
身
相
双
也
。

九
界
ヲ
為
レ
権
、
仏
界
ヲ
為
レ
実
ト
意
也
。
即
是
十
界
皆
成
二
法

門
一ト
也
云
云
（
21
）。
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聖
天
の
双
身
に
は
、⽛
権
実
不
二
⽜
の
習
い
が
あ
る
。
男
天
は
大

日
如
来
、
す
な
わ
ち
実
者
で
あ
る
。
女
天
は
十
一
面
観
音
で
、
権

者
で
あ
る
。
こ
れ
は
権
実
不
二
を
表
す
た
め
に
二
身
相
双
な
の
で

あ
る
。
九
界
（
六
道
と
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
）
を
⽛
権
⽜
と
し
、

仏
界
を
⽛
実
⽜
と
す
る
意
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
十
界
は
み
な
法
門

と
な
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

注
目
す
べ
き
は
、⽛
男
天
＝
大
日
＝
実
者
＝
仏
界
⽜⽛
女
天
＝
十

一
面
＝
権
者
＝
九
界
⽜
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
類

の
男
天
こ
そ
、
即
大
日
だ
と
い
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
中
性
院
頼
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）

の
⽝
秘
鈔
問
答
⽞
巻
十
五
⽛
聖
天
⽜
が
参
考
に
な
ろ
う
。⽝
秘
鈔
問

答
⽞
で
は
聖
天
の
姿
を
お
な
じ
く
⽛
権
実
二
天
相
抱
之
形
⽜
（
22
）と
示

し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

女
天
観
世
音
所
変
。
以
二
大
悲
方
便
一
治
二
難
治
之
悪
一。
男
天

本
有
倶
生
大
悪
魔
王
。
大
日
如
来
変
化
、
随
レ
類
化
度
。
方

便
ヲ
以
テ
各
顕
二
仏
法
之
威
験
一云
云
（
23
）
。

女
天
は
観
世
音
の
所
変
で
あ
り
、
大
悲
方
便
で
難
治
の
悪
を
治

す
。
男
天
は
本
有
倶
生
大
悪
魔
王
で
、
大
日
如
来
は
相
手
に
合
わ

せ
て
姿
を
変
え
て
救
済
す
る
。
こ
れ
は
方
便
を
も
っ
て
仏
法
の
威

験
を
顕
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
。
ま
た
本
段
で
は
、
毘
那
夜
迦

は
浅
略
門
（
浅
く
簡
略
な
教
え
）
で
は
⽛
迷
情
実
類
障
難
神
⽜
だ

が
、
深
秘
門
（
深
遠
で
本
質
的
な
教
え
）
で
は
⽛
大
日
普
門
等
流

身
⽜
で
あ
る
と
も
説
か
れ
て
い
る
（
24
）。

つ
ま
り
、
障
礙
神
で
あ
る
実
類
の
男
天
は
、
大
日
如
来
が
相
手

に
合
わ
せ
て
示
し
た
姿
で
あ
り
、
男
天
も
、
権
化
の
女
天
も
、
現

れ
た
姿
こ
そ
違
う
も
の
の
、
い
ず
れ
も
毘
盧
遮
那
の
化
現
な
の
で

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
権
者
・
実
者
を
め
ぐ
る
中
世
の
言
説
群
に
お
い

て
、
両
者
は
区
別
さ
れ
な
が
ら
も
、
ど
ち
ら
も
仏
菩
薩
の
化
身
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。⽝
大
日
経
⽞
に
見
え
る
よ
う
に
、
権
化
も
実
類

も
あ
ら
わ
れ
方
が
異
な
る
だ
け
で
、
い
ず
れ
も
大
日
如
来
の
等
流

身
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
悪
神
・
邪
神
の
実
者
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
仏
の
方
便
の
姿
で
あ
る
か
ら
、
教
説
や
修
法
に

お
い
て
排
除
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
25
）。

ひ
る
が
え
っ
て
⽝
神
道
集
⽞
の
実
者
容
認
の
姿
勢
は
、
在
地
や

庶
民
の
現
実
的
な
信
仰
に
即
し
た
た
め
だ
と
、
や
や
強
調
さ
れ
す
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ぎ
て
き
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
実

者
の
容
認
論
は
中
世
の
密
教
説
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
む
し
ろ
実
者
を
切
り
捨
て
て
顧
み
な
い
⽝
諸
神
本
懐
集
⽞

の
姿
勢
が
特
徴
的
だ
と
い
え
よ
う
（
26
）。
そ
れ
は
真
宗
門
徒
の
⽛
神
ᷫ

不
拝
⽜
を
正
当
化
し
、
非
礼
拝
対
象
と
し
て
の
実
者
を
立
て
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
、
存
覚
特
有
の
事
情
か
ら
生
じ
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、⽝
神
道
集
⽞
の
三
分
類

と
こ
ろ
で
、⽝
神
道
集
⽞⽛
神
道
由
来
之
事
⽜
で
は
、
権
者
・
実

者
と
い
う
二
分
法
に
加
え
て
、
神
を
次
の
よ
う
に
も
分
類
し
て
い

る
。

垂
迹
ノ
中
ニ
モ
権
現
・
大
菩
薩
・
大
明
神
ノ
差
別
ノ
在
ス
。（
中
略
）

権
現
モ
（
大
菩
薩
モ
）
大
明
神
ニ
モ
皆
倶
ニ
諸
仏
菩
薩
ノ
垂
迹
ナ
リ
。

同
ク
法
楽
飡
受
シ
玉
ヘ
リ
。
但
有
二
二（
三
）差
別
一。
一
者
権
現
、
二
ト

者
菩
薩
、
三
者
大
明
神
也
。
権
者
実
者
事
、
如
レ
何（
前
）。

垂
迹
の
な
か
に
も
、⽛
権
現
⽜⽛
大
菩
薩
⽜⽛
大
明
神
⽜
の
差
別
が

あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
い
ず
れ
も
諸
仏
菩
薩
の
垂
迹
で
あ
る
と

断
り
な
が
ら
、
神
号
に
よ
っ
て
、
神
を
三
分
類
し
て
い
る
。

神
の
三
分
類
は
、
早
く
は
平
安
末
期
成
立
と
さ
れ
る
⽝
中
臣
祓

訓
解
⽞
に
お
い
て
、⽛
本
覚
⽜⽛
不
覚
⽜⽛
始
覚
⽜
に
分
け
ら
れ
て
い

る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
に
よ
る
と
⽛
本
覚
⽜
は
伊
勢

太
神
宮
、⽛
不
覚
⽜は
出
雲
荒
振
神
な
ど
の
悪
鬼
類
神
で
別
名
を⽛
実

迷
神
⽜
と
い
い
、⽛
始
覚
⽜
は
石
清
水
・
広
田
な
ど
の
神
で
あ
る
と

い
う
。
こ
の
分
類
は
、
悟
り
ま
で
の
距
離
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、本
覚
神
は
究
極
の
真
理
で
あ
る
仏
そ
の
も
の
、

始
覚
神
は
迷
い
を
脱
し
て
悟
り
に
向
か
う
も
の
、
そ
し
て
不
覚
神

は
仏
法
か
ら
遠
く
離
れ
た
無
明
の
悪
神
で
あ
る
（
27
）。

こ
う
し
た
説
は
、
ほ
か
に
も
慈
遍
⽝
豊
葦
原
神
風
和
記
⽞（
一
三

四
〇
年
）
や
、
良
遍
⽝
日
本
書
紀
聞
書
⽞（
一
四
一
九
年
の
講
義
の

聞
書
）
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
と
く
に
良
遍
は
三
神
説

を
仏
の
⽛
三
身
説
⽜
に
対
応
さ
せ
、⽛
本
覚
神
─
法
身
⽜⽛
始
覚
神

─
報
身
⽜⽛
実
冥
神
─
応
身
⽜
と
示
し
た
（
28
）。

良
遍
の
説
で
特
徴
的
な
の
は
、
実
冥
神
（
実
迷
神
）
を
⽛
マ
コ

ト
ニ
カ
ナ
フ
⽜
神
と
訓
じ
、⽝
中
臣
祓
訓
解
⽞
で
⽛
不
覚
⽜
と
さ
れ
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た
神
々
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
神ㅟ

説

と
、
仏
の
三
身ㅟ

説
と
を
明
確
に
対
応
さ
せ
た
結
果
、
実
冥
神
が
衆

生
済
度
の
⽛
応
身
⽜
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
29
）。⽝
神
道
集
⽞
で
示
さ
れ
る
仏
菩
薩
の
化
身
と
し
て
の

実
者
も
、
か
か
る
良
遍
の
所
説
と
通
底
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、⽝
神
道
集
⽞
の
三
分
類
に
つ
い
て
、
巻
五
⽛
仏
前
之
二
王

神
明
之
鳥
居
獅
子
駒
犬
之
事
⽜
で
は
、
次
の
よ
う
な
問
答
が
交
わ

さ
れ
て
い
る
。

垂
迹
ハ
威
儀
ニ
依
給
故
ニ
、
出
家
ニ
同
シ
テ
ハ
権
現
ト
云
、
在
家
ニ

同
シ
テ
ハ
云
二
明
神
一ト
。
其
名
字
ノ
差
別
、
如
何
。

答
。
出
家
ノ
威
儀
、
仏
ニ
親
近
カ
故
、
権
現
ト
名
。
在
家
ノ
威
儀

疎
遠
ナ
ル
故
ニ
、
明
神
ト
名
。
権
現
者
出
家
義
ハ
、
仏
家
ニ
近
シ
ト

名
タ
リ
。
明
神
在
家
ノ
義
ナ
ル
故
ニ
、
仏
遠
ト
名
タ
リ
。
但
、
名
字

無
ト
云
ヘ
共
、
共
ニ
皆
菩
薩
ノ
化
身
ナ
リ
。

垂
迹
神
の
う
ち
、
出
家
に
同
じ
て
は
権
現
と
い
い
、
在
家
に
同

じ
て
は
明
神
と
い
う
。
そ
の
差
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か

と
い
う
問
い
に
対
し
、
出
家
の
威
儀
は
仏
に
近
い
た
め
に
⽛
権
現
⽜

と
名
づ
け
る
が
、
在
家
の
威
儀
は
仏
か
ら
遠
い
た
め
に
⽛
明
神
⽜

と
呼
ぶ
、
と
答
え
て
い
る
。
そ
し
て
呼
び
方
は
異
な
る
も
の
の
、

ど
ち
ら
も
共
に
仏
菩
薩
の
化
身
だ
と
明
言
し
て
い
る
。

こ
れ
を
三
神
説
に
該
当
さ
せ
て
み
る
と
、
権
現
が
本
覚
、
大
菩

薩
が
始
覚
、
明
神
が
実
迷
（
不
覚
）
と
な
ろ
う
。
仏
菩
薩
が
権か

り

に

現
れ
た
⽛
権
現
⽜、
修
行
中
の
菩
薩
の
位
に
あ
る
⽛
大
菩
薩
⽜、
い

ま
だ
在
家
で
迷
い
の
な
か
に
い
る
⽛
明
神
⽜
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
三
分
類
は
、⽛
神
道
由
来
之
事
⽜
で
次
の
よ
う
に
も

論
じ
ら
れ
る
。

問
。
権
現
・
大
明
神
・
大
菩
薩
ト
テ
、
三
所
ノ
明
神
在
。（
三
）

所
共
ニ
三
熱
ノ
苦
ニ
ハ
可
レ
有
。
而
レ
ト
モ
或
経
文
云
、
我
等
修
行

於
般
若
、
法
楽
荘
厳
、
神
離
於
三
熱
及
五
衰
、
遊
戯
必
定
法

界
空
已
上
。
此
文
ハ

明
神
ニ

限
テ

受
ク

聞
ヌ
ル
ニ
、
弥
不
審
ナ
リ
。

各
々
究
竟
ノ
妙
位
ヲ
分
証
シ
ツ
ヽ
、
下
テ
衆
生
化
度
ノ
為
ニ
、
穢

悪
ノ
塵
ニ
交
ル
日
、
何
レ
ノ
利
生
カ
愚
ナ
ラ
ン
。
然
何
ソ
明
神
独
リ
此

受
耶
。

会
云
、
三
熱
ノ
苦
ヲ
権
現
・
大
菩
薩
ハ
不
レ
可
レ
受
レ
之
。
其
故

何
者
、
垂
迹
中
ハ
有
二リ
権
者
・
実
者
一。
仏
菩
薩
ヲ
化
現
玉
フ
ハ
権
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者
ナ
リ
。
応
化
ニ
ハ
非
。
神
道
ノ
以
二
実
業
一ヲ
神
明
ノ
名
得
タ
ル
ハ
、

是
実
者
。
仏
菩
薩
ノ
垂
迹
不
レ
可
レ
受
レ
之
。
実
者
此
ヲ
亦

受
ル
ナ
リ
。

権
現
・
大
菩
薩
・
大
明
神
と
い
う
三
所
の
神
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

が
、
三
所
と
も
に
⽛
三
熱
の
苦
⽜
を
受
け
る
と
い
う
。
し
か
し
な

が
ら
あ
る
経
文
に
は
、⽛
我
等
修
行
於
般
若
、
法
楽
荘
厳
、
神
離
於

三
熱
及
五
衰
、遊
戯
必
定
法
界
空
⽜と
あ
り
、こ
れ
は
明
神
に
限
っ

て
受
け
る
と
聞
く
。
三
所
は
そ
れ
ぞ
れ
衆
生
化
度
の
た
め
に
神
と

し
て
顕
現
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
明
神
だ
け
が
法
楽
を
受
け
る
の

か
、
と
尋
ね
て
い
る
。

こ
の
問
い
に
対
し
、
権
現
・
大
菩
薩
は
⽛
三
熱
の
苦
⽜
を
受
け

な
い
の
だ
、
と
答
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
垂
迹
の
な
か
に
は
権

者
と
実
者
が
あ
っ
て
、
仏
菩
薩
の
垂
迹
で
あ
る
権
者
は
こ
れ
を
受

け
ず
、
神
道
の
実
業
を
も
っ
て
神
と
な
っ
た
実
者
は
三
熱
を
受
け

る
か
ら
で
あ
る
、と
い
う
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
一
応
、権
現
・

大
菩
薩
が
権
者
、
大
明
神
が
実
者
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
な
お
⽛
三
熱
⽜
と
は
本
来
、
龍
蛇
が
そ
の
身
に
受

け
る
三
種
の
苦
患
で
あ
る
が
、
神
も
ま
た
同
様
に
三
熱
を
受
け
る

と
さ
れ
た
（
30
）。

⽝
神
道
集
⽞
に
よ
れ
ば
、
仏
か
ら
遠
い
位
置
に
い
て
三
熱
を
受
け

る
実
者
は
、
般
若
の
修
行
に
よ
っ
て
法
楽
荘
厳
し
、
三
熱
五
衰
の

神
身
か
ら
離
れ
ら
れ
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
神
の
法
楽
に
関
し
て
、⽝
渓
嵐
拾
葉
集
⽞
巻
四
⽛
神
冥

与
二
仏
陀
一
祈
祷
旨
趣
ノ
事
⽜
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

神
明
法
楽
ノ
秘
法
ア
リ
。
如
レ
此
法
味
ヲ
挙
ル
也
。
三
帰
十
戒
ヲ

授
テ
、
神
明
ヲ
弟
子
ニ
成
也
。
山
家
大
師
、
山
王
三
聖
ニ
奉
二
受

戒
一
也
云
云
。
教
戒
ノ
事

示
云
、
授
二
灌
頂
ヲ
於
神
明
一ニ
、
次

授
二
三
帰
十
戒
一
也
。（
中
略
）
今
是
円
頓
大
戒
ト
者
、
千
仏
大

戒
仏
仏
伝
持
ノ
妙
戒
也
。
今
神
明
又
諸
仏
応
来
也
。
争
カ
内

証
所
持
ノ
大
戒
ヲ
棄
捨
耶
。
若
為
二
実
者
ノ
神
一ト
者
、
依
二
受

戒
ノ
功
力
一ニ
離
苦
得
楽
、内
証
階
位
ヲ
進
ミ
令
レ
成
二
所
願
一
給
ヘ
。

若
為
二
権
者
神
一
者
、
仏
仏
授
手
大
戒
ヲ
随
喜
シ
テ
令
レ
満
二
所

願
一
給
ヘ
ト
ク
ト
キ
語
ヘ
キ
也
云
云
（
31
）。

⽛
神
明
法
楽
の
秘
法
⽜
が
あ
り
、
そ
れ
は
神
明
に
三
帰
十
戒
を
授

け
て
仏
弟
子
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
神
明
は
諸
仏
の
応
化
で
あ
る
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か
ら
、
大
戒
を
捨
て
る
こ
と
は
な
い
。
も
し
実
者
の
神
で
あ
る
な

ら
、⽛
受
戒
の
功
力
に
よ
っ
て
苦
を
離
れ
、
楽
を
得
て
、
内
証
の
階

位
（
悟
り
に
至
る
ま
で
の
段
階
）
を
進
め
て
所
願
を
成
し
た
ま
え
⽜

と
祈
り
、
権
者
の
神
で
あ
る
な
ら
、⽛
大
戒
に
随
喜
し
て
所
願
を
叶

え
た
ま
え
⽜
と
口
説
き
語
る
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

実
者
の
神
が
受
戒
し
て
、
仏
に
向
か
っ
て
階
位
を
進
め
る
と
い

う
の
は
、⽝
神
道
集
⽞
の
⽛
仏
に
親
近
で
あ
る
権
現
＝
権
者
⽜
と
、

⽛
仏
か
ら
疎
遠
で
あ
る
大
明
神
＝
実
者
⽜
と
い
う
議
論
と
も
相
通

じ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
良
遍
ら
の
三
分
類
と
⽝
神
道
集
⽞
の
神
ᷫ
観
は
通

底
し
て
い
る
。
権
現
・
大
菩
薩
・
大
明
神
と
い
う
分
類
は
、
本
覚
・

始
覚
・
実
迷
と
い
う
区
分
に
比
べ
て
、
よ
り
具
体
的
な
神
名
に
即

し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

た
だ
、
こ
う
し
て
定
義
さ
れ
た
権
実
二
分
論
や
、
権
現
・
大
菩

薩
・
大
明
神
の
三
分
類
が
、
実
際
に
⽝
神
道
集
⽞
の
縁
起
物
語
と

結
び
つ
い
て
い
る
か
と
い
え
ば
、必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
（
32
）。⽝
神

道
集
⽞
は
、
当
時
の
神
道
説
で
展
開
さ
れ
て
い
た
分
類
概
念
を
取

り
入
れ
こ
そ
し
た
も
の
の
、
厳
密
な
か
た
ち
で
物
語
へ
と
反
映
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
中
世
に
は
権
者
・
実
者
の
別
な

く
神
が
衆
生
の
た
め
に
苦
患
を
受
け
る
物
語
が
語
ら
れ
て
い
た
こ

と
や
、
す
で
に
存
在
す
る
縁
起
の
内
容
と
呼
称
と
を
対
応
さ
せ
る

の
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
要
因
だ
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、⽝
神
道
集
⽞
の
神
ᷫ
観
に
つ
い
て
、
権
者
・
実
者
と
い
う

二
分
類
と
、
権
現
・
大
菩
薩
・
大
明
神
と
い
う
三
分
類
に
注
目
し

て
論
じ
て
き
た
。

⽝
神
道
集
⽞
の
実
者
容
認
論
は
、
在
地
や
庶
民
の
現
実
を
反
映
し

た
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
実
者
の
容
認
論
は

⽝
神
道
集
⽞
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
中
世
の
仏
教
諸
書
に
も
見

ら
れ
る
認
識
で
あ
っ
た
。

⽛
神
ᷫ
不
拝
⽜
を
正
当
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
⽝
諸
神
本
懐
集
⽞

は
別
と
し
て
、
多
く
の
学
匠
た
ち
も
実
者
を
完
全
に
は
排
斥
し
な

い
立
場
で
あ
っ
た
の
は
、本
稿
で
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。⽝
神

道
集
⽞
の
神
ᷫ
観
は
、
中
世
の
学
匠
た
ち
の
言
説
を
丁
寧
に
追
い
、

そ
の
上
で
あ
ら
た
め
て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
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注

（
⚑
）
⽝
興
福
寺
奏
状
⽞⽛
第
五
霊
神
に
背
く
失
⽜（⽝
日
本
思
想
大
系

鎌
倉
旧
仏
教
⽞
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
）

（
⚒
）
⽝
諸
神
本
懐
集
⽞（⽝
日
本
思
想
大
系
中
世
神
道
論
⽞
岩
波
書
店
、

一
九
七
七
）

（
⚓
）
⽛
神
ᷫ
不
拝
⽜
は
、
神
々
へ
の
礼
拝
を
否
定
す
る
態
度
を
指
す
術

語
。

（
⚔
）
⽝
神
道
集
⽞
の
引
用
は
、⽝
貴
重
古
典
籍
叢
刊
赤
木
文
庫
本
神

道
集
⽞（
角
川
書
店
、
一
九
六
八
）
の
影
印
お
よ
び
⽝
神
道
大
系
文
学

編
一
神
道
集
⽞（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
八
）
に
よ
る
。
本
文

の
欠
落
等
は
諸
本
に
よ
っ
て
補
い
、
訓
点
・
句
読
点
を
私
に
付
し
て

通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

（
⚕
）
村
上
学
⽛
神
道
集
⽜（⽝
岩
波
講
座
日
本
文
学
と
仏
教
第
⚘
巻

仏
と
神
⽞
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
）

（
⚖
）
中
村
生
雄
⽛
神
仏
関
係
の
中
世
的
変
容
─
〈権
／
実
〉
パ
ラ
ダ
イ

ム
の
成
立
と
反
転
⽜⽛
苦
し
む
神
／
苦
し
む
人
─
再
生
す
る
祟
り
神
⽜

⽛
肉
食
と
蛇
身
─
中
世
神
ᷫ
世
界
の
相
貌
⽜（⽝
日
本
の
神
と
王
権
⽞
法

蔵
館
、
一
九
九
四
）

（
⚗
）
中
村
生
雄
⽛
肉
食
と
蛇
身
⽜（
前
掲
注
⚖
）

（
⚘
）
伊
藤
聡
氏
は
、
神
を
三
毒
の
表
象
の
蛇
身
と
し
て
観
想
す
る
両

部
神
道
の
社
参
法
⽛
伊
勢
灌
頂
⽜（
諸
社
大
事
）
を
分
析
し
、⽛
蛇
身
た

る
神
⽜
と
は
、
あ
え
て
三
毒
に
ま
み
れ
た
衆
生
と
同
じ
姿
に
な
る
こ

と
で
、
そ
の
苦
を
引
き
受
け
、
救
済
し
よ
う
と
す
る
⽛
仏
の
究
極
的

な
姿
⽜
だ
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
お
い
て
権
者
と
実
者
と
は
対

立
し
た
概
念
で
は
な
く
な
り
、⽛
す
べ
て
の
神
は
権
神
と
し
て
実
神

的
性
格
を
具
有
す
る
こ
と
に
な
る
⽜
と
結
論
づ
け
た
。
伊
藤
聡
⽛
中

世
の
神
観
念
⽜（⽝
神
道
の
中
世
─
伊
勢
神
宮
・
吉
田
神
道
・
中
世
日

本
紀
⽞
中
公
選
書
、
二
〇
二
〇
）
お
よ
び
、⽛
伊
勢
灌
頂
の
世
界
─
変

容
す
る
神
観
念
⽜（⽝
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
⽞
法
蔵
館
、
二
〇

一
一
）。
こ
の
ほ
か
実
者
に
関
し
て
は
、
山
本
ひ
ろ
子
⽛
鬼
界
が
島
説

話
と
中
世
神
ᷫ
信
仰
─
延
慶
本
⽝
平
家
物
語
⽞
と
⽝
源
平
盛
衰
記
⽞
を

め
ぐ
っ
て
⽜（⽝
日
本
文
学
研
究
論
文
集
成
平
家
物
語
・
太
平
記
⽞
若

草
書
房
、
一
九
九
九
。
初
出
⽝
O
RGA
N
⽞
⚓
、
一
九
八
七
）、
今
堀

太
逸
⽝
神
ᷫ
信
仰
の
展
開
と
仏
教
⽞（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
）
な

ど
が
参
照
さ
れ
る
。

（
⚙
）
中
村
生
雄
⽛
神
仏
関
係
の
中
世
的
変
容
⽜（
前
掲
注
⚖
）。
中
村

氏
は
、⽛⽛
上
か
ら
の
⽜
神
仏
習
合
理
論
が
形
式
的
・
観
念
的
な
神
ᷫ

不
拝
や
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
神
国
思
想
と
し
て
空
洞
化
し
て
い
く

一
方
で
、
在
地
の
〈
苦
し
み
〉
に
根
づ
い
た
神
仏
関
係
の
素
朴
な
模

索
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
き
た
い
。
ま
た

そ
れ
を
も
た
ら
し
た
の
は
、〈
知
〉
を
こ
と
と
す
る
宗
教
イ
デ
オ
ロ
ー
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グ
の
⽛
神
の
弁
別
⽜
で
は
な
く
、〈
信
〉
に
身
を
そ
わ
せ
る
在
地
の
民

の
⽛
神
へ
の
随
順
⽜
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
⽜
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、
浄
土
僧
信
瑞
の
⽝
広
疑
瑞
決
集
⽞
や
、
禅
僧
懐
奘
の
⽝
正
法
眼
蔵

随
聞
記
⽞
な
ど
を
例
に
あ
げ
て
、⽛
中
世
仏
教
を
代
表
す
る
浄
土
や
禅

の
高
度
な
思
弁
性
が
、
一
面
に
お
い
て
人
び
と
の
素
朴
な
罪
業
の
感

覚
か
ら
遊
離
し
て
い
く
過
程
を
察
知
す
べ
き
⽜
と
評
す
る
な
ど
（⽛
肉

食
と
蛇
身
⽜）、⽝
神
道
集
⽞
の
神
々
を
地
域
や
階
層
の
格
差
か
ら
と
ら

え
た
言
及
が
散
見
さ
れ
る
。

（
10
）
⽝
神
道
集
⽞
巻
六
⽛
上
野
国
児
持
山
之
事
⽜
に
も
同
類
の
文
章
が

見
え
る
。⽛
仏
菩
薩
ノ
応
迹
示
現
ノ
神
道
ハ
必
縁
ヨ
リ
起
ル
事
ナ
レ

ハ
、
諸
仏
菩
薩
ノ
我
国
ニ
遊
給
ニ
ハ
、
必
ス
人
ノ
胎
ヲ
借
リ
テ
衆
生

ノ
身
ト
成
ツ
ヽ
、
身
ニ
苦
悩
ヲ
受
テ
善
悪
ヲ
試
テ
後
、
神
明
身
ト
成

テ
、
悪
世
ノ
衆
生
ヲ
利
益
給
御
事
也
⽜。
こ
の
ほ
か
、
巻
十
⽛
諏
訪
縁

起
⽜
に
も
⽛
仏
菩
薩
ノ
応
迹
、
我
国
ノ
遊
、
必
ス
心
身
苦
悩
ヲ
受
ケ
、

衆
生
ノ
歎
ヲ
思
知
給
ヘ
リ
⽜
と
あ
る
。

（
11
）
⽝
渓
嵐
拾
葉
集
⽞（
大
正
蔵
七
六
、
七
二
六
頁
上
）

（
12
）
⽝
大
日
経
⽞（
大
正
蔵
一
八
、
一
頁
中
）

（
13
）
辻
善
之
助
⽝
日
本
仏
教
史
（
上
世
編
）⽞（
岩
波
書
店
、
一
九
六

〇
）、
村
山
修
一
⽝
本
地
垂
迹
⽞（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
）、
林
淳

⽛
神
仏
習
合
研
究
史
ノ
ー
ト
─
発
生
論
の
素
描
⽜（⽝
神
道
宗
教
⽞
一
一

七
、
神
道
宗
教
学
会
、
一
九
八
四
・
一
二
）、
佐
藤
弘
夫
⽝
ア
マ
テ
ラ

ス
の
変
貌
─
中
世
神
仏
交
渉
史
の
視
座
⽞（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
）、

中
村
生
雄
⽛
苦
し
む
神
／
苦
し
む
人
⽜（
前
掲
注
⚖
）、
伊
藤
聡
⽝
神
道

の
形
成
と
中
世
神
話
⽞（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
）、
門
屋
温
⽛
神
仏

習
合
の
形
成
⽜（⽝
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
11
日
本
Ⅰ
日
本
仏
教
の
礎
⽞

佼
成
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
な
ど
参
照
。

（
14
）
⽝
藤
氏
家
伝
⽞⽛
武
智
麿
伝
⽜（⽝
群
書
類
從
⽞
第
五
輯
）

（
15
）
⽝
多
度
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
并
資
材
帳
⽞（⽝
続
群
書
類
従
⽞
第
二
十

七
輯
下
）

（
16
）
伊
藤
聡
氏
は
、⽛
実
の
と
こ
ろ
、
本
地
垂
迹
説
の
広
範
な
広
が
り

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
埒
外
に
多
く
の
実
類
神
の
存
在
を
認
め
る

こ
と
は
、
貞
慶
に
限
ら
ぬ
中
世
前
期
の
一
般
認
識
だ
っ
た
⽜
と
し
、

そ
う
し
た
実
類
神
の
化
度
譚
は
、⽛
奈
良
時
代
の
神
身
離
脱
の
説
話

と
、
話
柄
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
⽜
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。⽛
中
世
の

本
地
垂
迹
思
想
⽜（⽝
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
⽞
前
掲
注
13
）

（
17
）
⽝
熱
田
講
式
⽞（⽝
真
福
寺
善
本
叢
刊
中
世
日
本
紀
集
⽞
臨
川
書

店
、
一
九
九
九
）

（
18
）
⽝
沙
石
集
⽞（⽝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
沙
石
集
⽞
小
学
館
、

二
〇
〇
一
）

（
19
）
毘
那
夜
迦
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
聡
⽝
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研

究
⽞（
前
掲
注
⚘
）、
松
岡
心
平
⽛
毘
那
夜
迦
考
─
翁
の
発
生
序
説
⽜

（⽝
鬼
と
芸
能
─
東
ア
ジ
ア
の
演
劇
形
成
⽞
森
話
社
、
二
〇
〇
〇
）
な
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ど
参
照
。

（
20
）
⽝
幸
心
鈔
⽞（
大
正
蔵
七
八
、
七
二
五
頁
下
）

（
21
）
⽝
渓
嵐
拾
葉
集
⽞（
大
正
蔵
七
六
、
六
四
一
頁
上
）

（
22
）
⽝
秘
鈔
問
答
⽞（
大
正
蔵
七
九
、
五
五
六
頁
中
）。⽛
御
口
決
云
、

双
身
天
是
権
実
二
天
相
抱
之
形
也
。（
中
略
）報
恩
院
御
記
云
、命
云
、

普
通
袈
裟
著
不
著
如
レ
次
権
実
二
像
抱
合
也
。
此
中
女
天
十
一
面

化

身

権

身
為
レ
看
二
実
類
男
天
障
礙
一
現
二
女
身
一
相
抱
也
。
其
則
以
二
第
八
識

菩
提
一、
浄
二
第
七
識
之
煩
悩
一
之
意
也
⽜。

（
23
）
⽝
秘
鈔
問
答
⽞（
大
正
蔵
七
九
、
五
五
七
頁
上
）

（
24
）
⽛
若
依
二
浅
略
門
一、
迷
情
実
類
障
難
神
故
、
若
約
二
深
秘
門
一、
大

日
普
門
等
流
身
故
⽜（
大
正
蔵
七
九
、
五
五
九
頁
上
）

（
25
）
た
と
え
ば
頼
瑜
の
⽝
護
摩
口
決
⽞
で
は
、⽛
権
化
之
神
⽜⽛
実
類
之

神
⽜
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

問
。
護
摩
世
天
段
、
既
供
二
諸
神
一。
何
用
二
露
地
神
供
一
耶
。
答
。

御
口
云
、
或
説
云
、
大
壇
神
供
約
レ
主
、
露
地
神
供
約
レ
伴
也
。
今

謂
不
レ
爾
。
此
流
口
伝
、
世
天
段
供
二
権
化
之
神
一、
露
地
供
二
実
類

之
神
一
也
。
謂
実
類
神
通
難
レ
臨
二
爐
中
一。
五
部
諸
尊
森
羅
之
故
。

就
レ
中
護
摩
壇
、
既
供
二
部
類
眷
属
一、
何
必
約
二
主
神
一
乎
。
又
神

供
処
供
二
十
二
天
一、
豈
局
レ
伴
乎
。
依
レ
之
今
神
供
次
第
、
十
二
天

真
言
、
除
二
帰
命
句
一。
世
天
段
、
十
二
天
明
。
加
二
帰
命
句
一。
約
二

権
実
二
類
一。
依
憑
相
承
口
決
可
レ
思
レ
之
。
可
レ
習
レ
之
。（
大
正

蔵
七
九
、
九
六
頁
下
）

世
天
段
は
、
護
摩
を
修
す
る
際
に
世
天
（
本
尊
の
眷
属
で
あ
る
と
同

時
に
本
尊
の
等
流
身
で
あ
る
仏
法
守
護
の
神
々
）
を
勧
請
し
て
供
養

す
る
段
で
あ
る
。
世
天
段
で
供
養
さ
れ
る
の
は
⽛
権
化
之
神
⽜
で
あ

り
、
露
地
で
行
わ
れ
る
神
供
（
諸
鬼
神
を
供
養
す
る
作
法
）
は
⽛
実
類

之
神
⽜の
た
め
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
実
類
神
は
、（
結
界
に
遮
ら
れ
て
）

護
摩
の
爐
壇
に
臨
み
難
い
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
⽛
実
類
之
神
⽜

は
低
俗
な
神
で
あ
り
な
が
ら
も
、
供
養
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

（
26
）
存
覚
の
実
者
排
斥
の
姿
勢
は
、⽝
諸
神
本
懐
集
⽞
を
著
す
際
に
参

照
し
た
と
さ
れ
る
真
宗
系
談
義
本
⽝
神
本
地
之
事
⽞
と
比
較
し
て
も

明
ら
か
で
あ
る
。⽝
神
本
地
之
事
⽞
で
は
実
者
の
救
済
に
も
言
及
し

て
い
る
の
に
対
し
、⽝
諸
神
本
懐
集
⽞
で
は
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
。

（
27
）
門
屋
温
⽛
神
仏
習
合
の
形
成
⽜（
前
掲
注
13
）

（
28
）
原
克
昭
⽛
仏
身
論
を
め
ぐ
る
註
釈
史
─
〈三
神
説
〉
再
考
⽜（⽝
中

世
日
本
紀
論
考
─
註
釈
の
思
想
史
⽞
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
）

（
29
）
原
克
昭
⽛
仏
身
論
を
め
ぐ
る
註
釈
史
⽜（
前
掲
注
28
）

（
30
）
謡
曲
⽝
三
輪
⽞
で
、
三
輪
明
神
が
そ
の
身
に
受
け
る
⽛
五
衰
三
熱

の
御
苦
し
み
⽜
が
著
名
。⽝
神
道
集
⽞
で
は
苦
痛
を
受
け
る
の
は
実
者

の
み
だ
と
い
う
が
、
中
世
に
は
衆
生
の
た
め
に
苦
を
受
け
る
権
者
の

神
も
散
見
さ
れ
る
。
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（
四
二
）
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（
31
）
⽝
渓
嵐
拾
葉
集
⽞（
大
正
蔵
七
六
、
五
一
二
頁
上
）

（
32
）
た
と
え
ば
、
巻
二
の
熊
野
権
現
や
伊
豆
・
箱
根
権
現
は
権
者
と

さ
れ
る
は
ず
の⽛
権
現
⽜で
あ
る
の
に
、⽛
大
明
神
⽜号
を
冠
す
る
神
々

と
変
わ
ら
ぬ
苦
難
を
受
け
て
い
る
。
中
世
に
は
権
者
の
苦
難
も
衆
生

済
度
の
た
め
の
方
便
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

〔
付
記
〕
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
⚒
⚑
Ｊ
⚔
⚐
⚑
⚑
⚗
の
助
成
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
。


